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概要 
  アミロイドを初めとする蛋白質凝集は、ヒト疾病に伴って現れる現象であり、それは診断の指標
であると同時に治療対策のターゲットともなる。他方、未だ十分に認識されているとはいえないが、
蛋白質の凝集体・会合体は、ソフトなバイオマテリアルとしての大きな可能性を有している。様々な
蛋白質の凝集現象を種々の条件下で、試験管内のみならず細胞内においても詳細に解析するシステム
は、それら応用目的のためには不可欠である。しかし、蛋白質凝集は、物性現象としては複雑であり、
環境に依存する極めて多彩な様相を呈する。その解析・分別には、通常の生化学的手法では不十分で
ある。複数の分光法と顕微鏡法を組み合わせた総合的な解析手法が必要であり、凝集解析特有のノウ
ハウもある。我々の研究室では、アミロイドを含む蛋白質凝集現象を物理化学的に解析する多くの手
法が集積されている。蛋白質凝集現象の多彩さは、未だ十分組み尽くされてはおらず、従って、多く
の学外のグループと、応用的な利用も含めて共同研究を拡張してゆくことは、蛋白質凝集現象の新た
な特徴や人為的制御法の発見につながると考えている。 
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蛋白質凝集の多角的
解析システム 
凝集抑制物質の発見 
凝集解析法の確立
凝集抑制手段を開発 
・疾患関連蛋白質 
・材料の原料蛋白質 
 対象となる応用分野 
医薬品開発・高分子材料開発 
蛋白質を原料とする 
新規高分子材料 
